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Abstra(:t

Theinternalgear pump used with Freon or Ammonia multi-Cylinder high

SPeedcompressors and semi-Sealed compressors for packagedair conditionersisless

inits mass andinternalleakage of丘uid,and therefore more e丘cientin volumetric

e伍ciency than the conventionalexternalgear pumps.It can be drivenin reverse

Without any trouble of changlngits suction and delivery ports,and shows high

Speed operation.

This report discloses the experimentaldata and the calcuiated volumetric

e氏ciency and the power required under severalconditions of delivery pressure,

turnlng Speed,and the viscoslty Of鎖uids or No.150and No.300refrigerator oils

usedin this experiment.

〔Ⅰ〕緒 盲

アンモニヤおよびフレオン冷凍機用圧縮機の強制給油

ホンプには,従=来外接歯革ポンプが使用されたが･今回新

製品として生 しているフレオンおよびアンモニヤ高速

多気筒圧縮機ならびiこバツケ←ジ型空気調和機用のセミ

シールド圧縮機の強制 油ポンプにほ,置練歯刊内接歯

印ポンプを採用した｡このポンプほ従来の外接歯車ポン

プに比して体積が少くて済むこと,漏れが少く効率がよ

いこと,吸込または吐出の方向を変えることなく止逆回

転が可能であること,および高速に耐え得ることなどの

年寄良を右している｡

本研究においてはこの歯車ポンプの吐出量,吐出効率

および れなどについて作動油,回転数,作動池の温度,

持よび吐出圧力を変化させて実測し,さらにこのポンプ

郡内の れおよび吐出効率を理論的に解析Lて内接歯坤

ポンプの性能を明にLた｡

〔ⅠⅠ〕直線歯型内接歯車ポンプ

内接 ポンプの仕様を第1表に掲げる｡

第1図は内接歯 ポンプの組立断面を示し,第2図(次

頁参照)はポンプの各部品を取外L.て元す｡同国におい

日立製作師栃木工場

辞1表 内 按 射 幸 ポ ン プ の 仕様
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箪1図 内 接 歯 卓 ポ ン プ の 併 進

Fig.1.Sect室onalView ofInternalGearPump
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第2図 内 接歯車 ポ ン プ部品 図

Fig.2.Parts ofInternalGear Pump

て①は歯専ポンプボデーで内接歯車㊤が輸入され,内接

歯革㊥と噛合うピニオン④は凧L､盤④に設けられた奉加こ

擬入される｡偏心盤④の他端ほボール⑦および押付バネ

(むを介してカバ←(労に支えられる｡

ポンプの駆動はシャフトの外端に固定Lた円盤状のド

ライビングデスク㊥に縦構を剃り込み,この幕に外接歯

車①の軸端に削りⅢせる角片を棍入して歯増⑦を回転す

る｡内接歯専(∋およびこれに噛合うピニオン④の回転に

より油は凪L､盤(初の三日月形突起の内外側を通って運ば

れる｡

第1図のごとき回転方向に運動する場合を考えると偏

心盤④はjE親の位置,すなわちカバー(⇒に穿ったPTl部に

偏心盤④の裏側に削り出してあるボスが当るまで偏ノL､盤

④が移転し,これが偏心､盤④に対するストソパ←の役を

果しておる｡歯嘩ポンプに入り込む油は偏心盤④の内側

を通りピニオン④と内接歯革(むとの噛合によって圧し出

される｡回転力向を第1図の方向と連にすれも･ま偏心盤④

は歯蔀(めおよび(∋の回転の噛合によって第1図の回転方

向と逆の方向に移転される｡偏心盤のボスが第1図に示

す位置から180度移転してカバ←㊥の川部に当り,三日

月形も同図に元す位置に対Lて180度廻った位置にく

る｡したがって回転方向が同国に示す方向と逆の方向の

場合にも油ほ同図の場合と同様に(9より吸込まれて⑲に

吐出される｡

評 第36巻 第8号
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3HP 電 動 機 特 性 曲 線

Characteristic Curve of 3HP

Test Motor

〔ⅠⅠⅠ〕実験装置および実験方法

(1)実験装置

第3図は実験 置を示す｡作動油は歯車ポンプGによ

り油タンク』から吸入弁r｡を経て吸入せられ,吐出弁

rdを苛達て吐出タンクβに流出せられ,その吐出量を測

定されるJポンプCの駆動にほ3HP電動機〝を用い,

その軸とポンプ軸との間に中間事を附L,ポンプの回転

数の変更ほポンプ側および中間蔀のプ←りの直径を変え

ることによって行った｡圧力計の指針の脈動を避けるた

めに1../8γの銅パイプをコイル状に巻いた連絡管を根本

に取付けた｡第4図は本実験に使用した電動機〟の蹄性

曲線を示す｡

(2)実験カラ去

吐出量の測定は15秒間におけるポンプの吐出量を吐

出用タンクβに入れ,泡沫の消失を見届けてから1立糾

および 500cc のメスシリンダを用いて油の容積を測定

Lた｡

作動液とLては150番冷凍機泊,300番冷凍機油の二

を使用 し,その各々について回転数を1,000,1,500,

2,500,3,000rpmと変化させ,各回転数における作動液
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の温度を10,20,30,50,70,800C と変化させ,吐出

弁l㌔の開度を変えることにより吐田圧力を1～13kg/

cm2gに調整して,吐Ⅲ量,回転数,温度などを測定し

たユ

〔ⅠⅤ〕内接歯車ポンプの内部漏れおよび

吐出効率の理論

前苛のごとき実験を行う一方,内接歯車ポンプの内部

漏れについて理論的に解析し,吐Ⅲ効

およぼす部分を検討した(〕

(り 内部漏れ

に大なる影響を

歯坤ポンプの理論吐出量は回転Ⅰこ比例し,理論吐出量

から内部漏れ量を引いたものが

なわち理論吐出量を

理論吐出効率をで摘

0亡九一〆
琴電ゐ=

り=

Q拍CC/s,

とすれば

=1一

際の吐田量になる｡す

内部漏れ量をヴ′cc/s,

ー′′

り.ご､

内部漏れヴ′は,歯車の噛合部における閉込みの為に

吐出側から吸込側にもどされる量びCC/s(1)(2)ならびに

歯軍の側面および歯先の隙間から漏れる量ヴCC/Sの二

つから成り立つ｡したがって(1)式は

乳用=1-一岩
第5図は内接歯車ポンプの隙間を拡大して示す-｢

(2)式における隙間漏れ量ヴほ

(i)内接歯車とボデー底面との隙間Slからの漏れ
E∃

∈巨 仇CC/s

(ii)ピニオン母体( 部を除く)両側面すなわちピ

ニオンと内接歯車との間の側面隙間S2およびピ

ニオンと偏心盤との間の隙間52′からの漏れ量

ヴ2CC/S

(iii)偏心盤の三日月形の端面と内接歯草との間の隙

間S3からの漏れ畳ヴ3CC/s

(iv)内接歯車の の端面と偏心盤との間の隙間54

およぴピニオンの歯の部分の側面隙間52,S2'か

らの漏れ量酌CC/s

(Ⅴ)内接歯宰外周(歯部を含む)とボデーインロー部

との問の隙間∂1からの れ量〃5CC/s

(vi)偏心盤三日月形と内接歯車の 部内側との問の

隙間 ∂2および偏｣L､鑑三日月形とピニオンの歯先

との問の隙間∂:ごからの漏れ量ヴ6CC/s

(vii)偏心盤とカバ←との間の隙間∂4からの漏れ量

酌CC/s

などの和として表わされる｡

(a)内接

内接

とボデ←底面との悶の隙間51からの

漏れ量別

事とボデ←との組合わせは第`図に示すごとく

こ/ の
性
能
第
5
図

Fig.5.
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内 接 栂 車 ポ ン プ 各部 の 隙 間

Gaps and Clearances ofInternal

Gear Pump

∴･､:

第6図

Fig.6.

内■]妾 歯 車 と ポ デ ←

SchematicCompositionofInternal

Gear and Gear Body

である｡1ポンプを通る流体の流れほ定常であると仮定す

る｡顔中の中心から半径γの距離にある任意の点(r,β)

を通る粘性流体の圧力九 円周方向速度〝,および半径

方向速度びは流体の粘性係数を〃,その密度をβとし,

また歯印の回転角速度を叫歯車とボデトの側面隙間を

51および歯華の軸方向の座標をzとすれば

:ミ/∴:

〟=可1-

･;＼一･
〆∂β2 -2β山2=0

‥

1 ∂タ
(Sl一之)z……‥(4)

が=イ慧-pヂ)去(Sl-Z)z‥
で表わされる(3)(4)

.(5)
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撮界条件として

γ=斤1における圧力分布Pr=β1を

Pr=尺1
fV+f㌔

たゞし

ノー･′ハ

′(β)=

′(β)二

′(β)=

′(β)=

JIJ ノー＼

′-.J/一こ

ハ.JJ一･ご

日 二立

+′(β)…………(6)

花.アごβ｡,一打<♂<∴-(言+β0)

,-(言刷)<β<一言+軋
2 汀/2一β0

ハ/ ハ

ハJ ノーご ニー り

2 7T/2-β0

~う十恥<β<2~鋸

つT

∵ βuくβ<す+鋸

~オ+βu<β<汀

および軸部γ=βuにおいて

ひ=0…….
.(7)

として(3),(4),(5)から圧力♪を求めれば

ハJ ハご .い-:

一pラー(斤l-′2)

且トイなぎ(孟)'-+(㌣)他(芸:)†～

一鋸

1+(意)2耽

×嘉一wl-,.isjnn(言-Lβu)+sinn(言･Ou)†
×Sin面上.

(刀=1,3,5……)

(8)

さらに(4)式から〟〝=｡および〝〝=汀を求め方Lば隙間

51を通る

れるから

れ量飢はZ'ぉよびγの函数として表j)さ

射=!:1～;:〝〝=Od′机～:1i;三〟〟=ニdγdヱ
51:5 fU一戸s l

=3/J 花 打一2β0

sin〃
×-------

ー∑

拉竺)空竺英▼▼Ⅰづ
が

3/上花 花-2♂り,害

×(-1)

り〕

心･ COS刀βり

jご､:

(刀㌧=1,3,5……)

実験に供した歯郎ンプでは帖66二,砦=去て
∴

●

第7図

Fig.7.

〃1=0.1201

第36巻 第8号

●ヽ

ピ ニ オ ン と 偏 心 盤

Schematic Composition of Pinion

and Dise with Eccentric Shaft

513

(fば一fな)cc/s.

(b)ピニオン母体両側面隙間からの れ量〃ユ

この場合の境界条件としてピニオンの歯底r=尺1′

おける圧力分布♪γ=都1

♪r=R･1=

ただL

′(β)=

∴′一-

′(β)=一

′(β)

′(β)=

アd+乃

ハJ √-ヾ

2

ハ/ ハこ

2

ハト｣n JJ

2 β1

ハJ･Jゝ

を

2

ハJ/一こ ニー 〃

(足らコ一尺12)+′(β)(11)

-一打<β<一β,

-β2<β<-β1

一β1<β<β1

β1.<β<βり

2 7T-〃コ
,

および軸部γ=斤0′において

〝=0‥‥.

鋸<牒<沃

とし前項と同様にして圧力♪を求めれば

Pd+凸 p揖2

ぎ~~(足ら2-r2)

∑､▲~⊥′
諏=1 1+ァ｡_凸昌(嘉一)解+(で′-う≠(芸け

.･l-tl

乃
×

nS 刀β2.SinタZ∂1

.(12)

Sin〃β……‥(13)

(刀=1.3,5……)
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第8図

Fig.8.
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J-.ご /､ご

6/く 封

ウ)

一
､

′

｢

√lU

l

〟
∵
〟(l

漂+l 十--j′､
SinnOヨ.Sinnol
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り

､J-..ご
ざヽ

7r 〔三河 ≠
q〟

-､､､旦町ノ｢l
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l紆

(グー=1,3,5……)

供試ポンプではβ1=24∴〝コ=110ロ,
βり' 1

斤1′~2.40 である｡

の 性 能

ここでも〃=11までとってヴ2を計算すれば

ヴ2=0.0790
S2:i+52′3

1239

(翔一fな)cc/s……(15)

を得る｡

(c)偏心盤三日月形の端面の隙間から

(4)式においてd)=0としかつ

"ン去ア芸若(S.i一之)ヱ

･′ 廿:､′両
月み｢托

___

オS33(尺2′一札′)ユ･イ､･

酌量柑,オ

■1′一 /､.//一･:

ハノり 人--〃 とす

,(17)

供試ポンプでほ尺2し私′=7.3mm,尺′=21.8mm,

♂=48J

す=ミ=0･0333莞?一(肌魚)｡｡′･′s……….(18)
(d)内接歯申の歯の端商およびピニオンの歯側面隙

間からの漏れヴヰ

申の仝歯数,ボデーの吐出側と吸込側の の部

分に接している歯数,および平均歯厚をそれぞれれ,

71ぉよびαとし,またピニオンの仝歯数,ピニオンと偏

心盤丁三日月と接しておる歯数および平均歯厚をそれぞれ

T∴･T′ぉよびα′とし第9図において噛合部と反対側

の圧力分布をそれぞれ

･;･一-

ハ/JJ

■1′-_

ハ/〃

2(Pd-fな)
ソ`J

2(f侵一fな)
■/-.J′

打(蒜㌘)(内接商華)

てて:王㌫笥-(ピニオン)
と仮定すればこの部分の南側面隙間ラ

飢′=

■･■､り

れヴ∴ 酌′′は

~~セオ~~β1〟rりS13(牟rJり(内接歯車)

/ソ /こ･ニ

ー∴‥

‥.(19)

(打-♂2)〝･7･し■′(523+5コ′3)(斤2し町)

(ピニオン)

‥.(20)

つぎ灯噛合部においては,隙間 けしヴ4′′′ほ刻々に変

化し複雑であるが,簡単のた捌こ接触点が中心線上にあ

る場合を考え,ピッチ円から歯底までの間の 本部にお

いて,(用一角)の圧力差がその両側にあるものとすれ

ば(3)

∂♪ fV-fな

ハ.J∫ノ

･:′,__

クー7β~

t.●

ハJ
一号

〟l

(内三菱歯車)

(ピニオン)
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したがって

ヴjl/′

ノー.J ∴ご

12〃α
54:1(尺一尺l)

日 立

十芸諜-(即+S′∵.=り(だ′⊥瑚‥…(21)

故に内接歯坪およびピニオン歯都側両隣間からの漏れ
J二∃一

.[巨_

酌=〟+酌′′+飢…=-一芸㌘
5.i3

×i読-(β2一郎+(針→り)

十芸憲一(即+5′二=～)†

+(足し町)･･

(花-〝2)TI'･(尺1′一尺l′)

供試ポンプにおいてはα=11mm,β′=8mm,れ=

9,r､′=7,β1=24二',β2=110｢〕,β2一尺1=尺2し私′=7･3

mm,尺一尺1=足し私′=3.65mmであるから酌はつぎ

のごとくなる｡

ヴ4=0.0676

+0.0660

(e)内接

ハブ /､･､

■=

ハイ /●･ご

5ヰ3

(5∃3+5′23)…………(23)

車外周(南部を含む)の隙間からの漏か

恥

繭車外周とケーシングとの間の隙間∂1ほ′｣､さいので

半径方向の圧力ほ--･様であるとすると

∂2〟

-;■､′･

1 ∂♪

､･!ハJり

ハJ ハ･

【2/Jβ2β1 ..(24)

内接歯駐外周の歯のない部分の幅をれ,歯の部分の幅

をわ2,

桁=

厚をZ とすれば

用一月s

12/J ∂13(志+告)‥･…(25)
供試ポンプにおいてはみユ=10mm,わ2=15mm,′=

=11mm,β1=24ロ,したがって

q5=0.2500

を得る._J

(f)

ハ=-ごニ
∂1:5 (26)

偏心盤三日月形と内接歯車の歯部内側jおよぴピ

ニオン歯先との間の隙間漏れヴ6

内接歯軍およぴピニオンと偏心盤三日月形と接してい

る歯数をそれぞれrlおよぴrl′,内接歯

オンの歯先厚さをそれぞれJl,′l'とL

(意)♪=

√こJ rご､

.‥/r.

Jソ ハ､

(内接歯申)

(ピニオン)

およびピニ

評 論 第36巻 第8号

∂′
十

阜～乃
ロ

舟

/

第10図

Fig.10.

第11図

Fig.11.

とすれば

ヴ6=

内 接 歯 車

I11ustration of

Top Clearance

Teeth

ん ん

翫 先 漏 れ

Leakage through

ofInternalGear

､白
/

/
/

イ

】■L

内接歯車およびビンオン歯先漏れ

Illustration of Leakage.through

CIearances among Dise,Internal

Gear and Pjnjon

∂23

12/上

∂:主3

12示

(翔一魚)㌫-を如斤2∂2(内接脚)

(翔一乃)㌶1′--i棚2･∂3
(ピニオン)……(27)

恥=0.0325些±旦∂23+0.0575-/J

ハJ/一､ご
∂33

-2.575入｢(∂2+∂3)cc′/s …………‥(28)

となる,｡たゞしⅣは内接歯車の毎分回転数である｡

〃6ほⅣの僅かな値で0になり実際上省略して差重な

い｡

(g)偏心盤とカバ←との隙間からの漏れヴ7

伯心盤とカバ←との駄合の幅を･毎 とすれば

ハJ/1ヾ

q7=】12㌃~ ∂43嘉･
供試ポンプにおいて占3=5mm

(29)
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し丈二がって

ヴ7=0.0303

f)d-fな

･=

∂43

を得る､=､

(2)理論吐出効率

前項において求めた各漏れ量の内恥を省略すれば内

接 軍ポンプの内部漏れ量ヴは

ヴ=0･1201-ミ?-(翔一乃)…t(内接歯車とポデ←)
+0.0790

523+52'3

(翔一f㌔)(ピニオン両側面)

+0･0330笠(月む→托)……(偏心盤三日月形)
+0･0676笠(翔一脅)+0･0660

(内接歯

+0.2500

+0.0303

∂13

/J

∂43

すなわち内接

S23+53′3
(fV-fな)

およびピニオン歯側面)

(月㌃｢托)‥‥‥..(内接歯宰外周)

(月かrR)
‥(帰心飛とカバr)

‥‥(31)

草ポンプの内部漏れ量は,特に低速の

場合を除き,回転数にほ無関係に吐Ⅲ側と吸込側との圧

カ差が大きくなる程,また作動油の粘度が減少する

となり,隙間が大きくなればその三乗に比例Lて急増す

る｡ノ各部の隙間が同一一一の場合にほ漏れは母体側面が最も

多く,ついで内接歯草外周歯部の れ, 側面漏れの順

となる｡内接庸華ポンプを運転Lて圧力油を供給してい

る間は,吐出例の内圧によって内

ほ,一般に外方に押されるし供試内接'

弔および偏心盤

季ポンプにおけ

る各部の実測寸法から,このような条件の下に各部の隙

間を算出すれば,51=0.02mm,ち+52'=0.46mm,5:ミ

=0･29mm,量=0･17mm,∂1=0.08mn となる｡5コ=

5コ′=0.23mm として(31)式を計算すれば

ヴ=6.370×10-6
ハ/.P

=0.3823×1｡-6j埜二竺.●:

CC/s

J/mn……….(32)

理論吐出量Q£九は回転数〃rpmに比例する故¢t九

=肌(鬼=定数=0･0198′/rev･)また(2)式においで議一九
=一定値=0･05(■i)とすれば(2)式および(32)式から理論

吐Ⅲ効率乳用は

乳用=0.95-19.3×10~6

となる(〕

J一..Jハ

すなわち与えられた歯率ポンプの理論吐出

,(33)

率は,吐

山側と吸込側との圧力差が大になるにLたがって減少

し,作動油の粘度およびポンプの回転数が増加するにし

たがって増加する｡二作動油150番および300番冷凍機

油の粘度ほ,その温度を変えて実測し,第12図のごとき

果を得た(ノこれによf)温度30〇C,〟=1,000 および

第12図

Fig.12.

〝q ∠甘
L汐㌧好■｡ガ○〝pガD戊グ○
ご昌 度(γ)

150番および300番冷凍機油の粘性係数

Coe伍cient of Viscosity of No.150

and No.300Refrigerator Oil

書こ

ニニ､
＼

､
L

勉
物

箋荻

籠勉

｢

､

＼
､､

l

L財γ
勅㌍

し放グ草_

算13図

Fig13.
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ど 才 ♂ ♂ /汐 〟

圧:n j皇 L針凋〃打加

温庶30ロC の場合の要望論吐出効率

TheoreticalVolumetric E伍ciency

at 300C of No.150 and No.30O

Refrigerator Oil

∫`'

ノ汐ノ′

u 作動泊〟♂#･

ヌ晶戊Lガγ

第14図

Fig.14.

∴ ∴･ ･･

皿 転 軌 〝/‥ク〝

吐 出 効 率 と 回 転 数

Relation Curve between Volu.

metric E魚ciency and Turning

Speed ofInternalGear Pump
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Fig.16.

J J ア ♂ //

口上 出圧力(蜘ヱ)

吐出効率と吐出圧力(1,500rpm)

Volumetric Efficiency and Deli･

very Pressure atl,500rpm

1,500rpmの場合の理論吐出効率を(33)式から求めれば

第13図のごとくなる｡第14囲は150番冷凍機油を作動液

とした場合における理論吐出効

す｡

と回転数の関係を示

〔Ⅴ〕測定結果および検討

(1)吐出効率と吐出圧力および油温

第15囲および第1占図は作動液をそれぞれ150番および

300番冷凍機油とし,温度範囲100～80CCにおいて実

測した結果から算出した吐出効 と吐出圧力との関係を

示す｡これらの図において,油温が100,200Cの場合は

高温の場合に比して,吐出圧力が比載的低いときに吐出

効率が著しく低下している｡

この事実は吐出効 と作動油の温度との関係を示した

第17囲および第相国に一層明際に窺われる｡またこの傾

向は回転数が大なる程著しい｡この理由としてほ作動油

の粘度が高くなると,吸込圧力の低下によって,渦中に
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第17図

Fig.17.

第18図

Fig.18.

吐出効率と温度(300番冷蔵棟油)

Relation between Volumetric

E缶ciency and OilTemperature

(No.300Ref.Oil,1,000andl,500

rpm)
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吐出効率と温度(150番冷凍機油)

Relation between Volumetric

E伍ciency and OilTemperature

(No.150Ref.Oil,2,500and3,000

rpm)

含まれている気泡が成長して,流量を減少せしめる傾向

が,温度が低くなる程また回転数が大となる群著しいた

めと思われる｡

(2)吐出効率と回∃転数

弟l咽は150番冷凍機油を作動液とし,吐出圧力が

1,3および7kg/Cm2の場合に対し,温度範囲を30～

800Cに変えた場合の吐 出効 と回転数との関係を示す｡

同国において回転数が1,500rpm以上になると,実測

せる吐出効 ほ理論値(某日図)に比寂して次第に低下

してくる｡この理由も回転数が大となれば流量が大とな

り,したがって吸込管の抵抗が増して吸込圧力が低下し

前述のごとく気泡の成長を促すためと思われる｡
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第19図

Fig.19.

内接

吐 出 効 率 と 回 数

Relation between Volumetric

E疏ciency and TurningSpeed

〔ⅤⅠ〕結 盲

専ポンプの吐出効率と吐出圧力,作業液の温度

および回転数との関係を150番および300番冷凍機袖に

ついて明かにし,同時に吐出効率をさらに向上せしめる

ために,内接歯草ポンプの内部 れおよび吐出効

いて理論的に検討し,つぎのごとき結果を得た｡

(1)内接歯車ポ

からの

部･円のプン

につ

れは歯率の側面隙間か

が大半である｡特にピニオン両側面隙間

れが大きい｡

(2)内接歯車の の外周隙間 れは回転に無関係で

その影響ほ大きい｡これに反し内接 ピびよお軍

ニオンの歯先隙間漏れは,普通の回転でほ省略で

きる｡

(3)与えられた内接歯車ポンプの理論吐出効率は
J-.ナ ノl

に比例する｡

◇ 目

(4)今回実験に供した内接歯草ポンプでほ,150番,

300番冷 機独を作動液とし,常用圧力を5kg/

Cm2,回転数を1,000rpm とした場合ほ油温70

0Cまでは吐出効率は50%を確保できる｡

つぎに回転数を1,500rpm とした場合ほ常用

圧力5kg/cm2のときは油温約1000Cまで,ま

た常用圧力7kg/cm2のときは渦温800Cまでほ

吐出効 50%を確保できる｡

(5)実測吐出効 は1,500rpm の場合が最良であ

る｡回転数が1,500rpm以上になると流量減少が

著しく現われ,普通の圧力では吐出効 は1,000

rpm の場合よりもむしろ悪くなる｡1,000rpm

から2,500rpmまでは常用圧力5kg/cm2Ⅰこお

いて油温 70DC までは吐出効

ぬ｡

ほ50% を下ら

(6)油温約300C以下で粘度が高くなると,吐出効

は急激に低下する｡この傾向は回転数が増す程

顕著である｡

現在生産している内接歯車ポンプはこれらの結論に基

いて寸法公差を改良し,さらに良好な効率を嘉している｡

最後に本研究に際して種々御指導を賜わった日立製作

所栃木工場有信技術部長,また種々御検討を頂いた日立

作所亀有工場小堀研究課長ならびに歯車の工作に御協

力を頂いた日立製作所亀有工場森田主任,その他の関係

者に厚く感謝の意を表する｡
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